
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

釧路市のコミュニティ・スクールについて 

子供の豊かな育ちと学びを創造するためには、学校と地域の人々（保護者・地域住民等）が目標を共有し、一体とな

って教育活動に取り組むことが必要です。コミュニティ・スクールにより、学校と地域の人々が「こんな子供を育てた

い」という『目指す子供像』に向かって、熟議と協働を重ね、学校運営に参画することができます。 

釧路市では、国のいう学校運営協議会を「コミュニティ・スクール協議会」と呼び、「コミュニティ・スクール」と

して指定した学校には「コミュニティ・スクール協議会」が設置されます。 

～保護者・地域住民・学校が『地域とともにある学校づくり』を推進します～ 

熟議 協働 

参 画 

コミュニティ・スクール 

目指す子供像 

学校・保護者・地域住民 

釧路市のコミュニティ・スクールのイメージ 

 

● 釧路市のコミュニティ・スクール推進状況 

平成２５年に策定された「釧路市教育推進基本計画」

に基づき、平成２９年度までに市内全校の２０％（小

学校６校、中学校３校）がコミュニティ・スクールと

して指定されました。 
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H26指定 H27指定 H28指定 H29指定 

 

多くの当事者による、「熟慮」と「議論」を重ねながら課題解決を目指す対話の
ことをいいます。 
活発な議論により、的確に多くの人の意見を反映することができます。 

保護者、教員、地域住民等が集まって「学校や地域の課題」を共有し 

  そのことについて学習・熟慮し、討議することを通して 

  互いの立場や果たすべき役割への理解が深まるとともに 

  それぞれの役割に応じた解決策が洗練され 

  個々人が納得して自分の役割を果たせるようになるというプロセスのことをいいます。 

1 

2 

3 

4 

5 
【委員と教職員による熟議の様子(鳥取小学校)】 

 

実施前の 

情報共有 

日常からの 

かかわり 

学校と地域の人々が共通の目標に向かって、互いを尊重し、補い合い、パートナー
として一緒になって力をあわせて活動していくことをいいます。 
 一方的な「依頼」や単なる「支援」ではなく、互いが当事者と 
して企画段階から「熟議」し、共通の目標に向かって協力して活 
動することにより、より効果的な「協働」が生まれます。 

鳥取小学校 

目指す子供像：よく考え、進んでやりぬく子ども 

【児童数 ３４１名（平成２８年５月現在）／指定日 平成２８年３月３１日】 

【釧路市地域学校協働本部のイメージ図（平成 28 年度）】 

釧路市地域学校協働本部事業 ～コミュニティ・スクールと両輪で学校・家庭・地域を結ぶ事業～ 

● 学校支援ボランティア 
学校が窓口となって、様々な知識や技能、社会
経験を持った保護者や地域住民にボランティア
として学校の教育活動を支援してもらう仕組み
です。特に資格がなくても「子供たちのために
何かしたい」という方が登録し、活動します。 

 
 
 
 
● 教育支援ボランティア 
教育委員会が窓口となり、特定の学校だけでは
なく教育委員会や各学校が行う様々な教育活動
を支援してもらい、未来を担う子供たちの成長
を支援していく制度です。団体登録もできます。 

 

学校・家庭・地域が連携、協力して子供たちの「生きる力」を育むために、コミュニティ・ 
スクール指定校を対象に「地域コーディネーター」を配置し、「統括コーディネーター」と 
共に学校支援ボランティア、教育支援ボランティア活動の推進を図ります。 
【平成 28 年度コーディネーター配置状況】 
 ・統括コーディネーター…教育委員会教育支援課に 1名 
 ・地域コーディネーター…中央小学校 3 名、共栄小学校 2名、鳥取小学校 1 名 
※ 地域学校協働本部は、統括コーディネーターと地域コーディネーター、コーディネーター配置校担当職員、教

育委員会担当者のほか、市内全ての学校支援ボランティア、教育支援ボランティアにより構成されます。 

 

釧路市 ボラステ 

URL http://facebook.com/kushiro.borasute 

以前から鳥取小学校は地域の方々の協力

の下、防犯パトロールや図書ボランティアなどが

活動していました。 

今回、コミュニティ・ 

スクール指定を機に、 

地域の力を借りて伝 

統芸能「傘踊り」を体 

験させ、子どもたちが 

地域をよく知り、愛する 

ようになってほしいと考 

えました。 

参観日で傘踊りを保護者に披露する小学生 

鳥取小学校は、平成２６年度からコミュニティ・スクールの研究指定を受け、調査研究を進めてきました。今年
度からコミュニティ・スクールの指定を受け、学校運営について地域の協力を得ながら取組を進めています。 
その一つとして地域に古くから伝わる伝統芸能「傘踊り」があり、地域の力を活かして子どもたちに地元の伝統

を体験させています。 
傘踊り保存会の協力を得て、傘の補修体験や運動会、参観日などの学校行事での披露などをとおして、地域に愛

着をもつ子どもを育てています。 

鳥取小学校 

コミュニティ・スクール協議会 

会長 佐藤 光男 さん 


